


























平成２８年度金沢地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

 ・活動の場の提案を通じ、新旧住民の地域コミュニティの支

援・譲成に取組みます。 

 ・地域団体、市民団体と連携し、地域の活性化につながる自主

事業を展開します。 

 ・利用者アンケートや利用者懇談会を実施し、利用者ニーズの

把握に努めます。 

 ・ホームページを全面改訂します 

 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

活動の場の提案 

・研修や情報の共有化などによる職

員・スタッフのスキルアップ→ 

利用者サービス向上（明るく清潔

で、親しみすい施設の運営）を図り

ました。 

・各種ＰＲの実施「広報よこはま(毎

月)、センターだよりの配布・掲示

（３か月に 1 回）、掲示板への地域

サークルの紹介（随時）、ロビーへ

の作品展示（延べ 18団体 127日間）

→新規利用者の開拓を図りました。 

自主事業の展開 

・利用者ニーズに合わせた自主事業

の実施→44 講座 214 回延べ 7,063

人参加(参加人員等前年より増)が

ありました。 

・地域団体・市民団体（スポーツク

ラブ、華道会、茶道会、シニアクラ

ブ他）との連携を推進しました。 

利用者ニーズの把握 

次のように利用者ニーズの把握に

努めました。 

・利用者アンケート：１０月実施、

 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

活動の場の提案 

・様々な機会を通じて、利用者の声をお聞きし、誰でも利

用しやすい施設運営を目指して、研修などの充実を図り、

職員・スタッフのスキルアップを図っています。また、セ

ンターだより、ＨＰの改正などＰＲの充実を図り利用者の

新規利用者の開拓を行い利用者増に努めています。 

 

 

 

 

 

 

自主事業の展開 

・利用者のニーズを把握し、健康志向を反映した健康体操・

ヨガ教室、英語教室などの人気講座の継続、また、イラス

ト教室、男のクッキング教室など様々な新規事業にも取組

んでいます。今後も、利用者ニーズに合った事業を展開し

ていきます。 

 

 

利用者ニーズの把握 

・利用者アンケート、センター委員会・利用者懇談会など

様々な機会を捉え利用者ニーズの把握に努めています。 

その結果、２８年度では「空き室の学習室の開放」、「調整

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

目標設定・自己評価合体版 

あ い う 

え 

第 29 条第１項・第２項 

第 38 条第１項・第４項 

第 29 条第２項 

第 38 条第４項 

第 38 条第１項 



回答者数１５４人 

・センター委員会：年２回実施 

・利用者懇談会：年１回実施 

・提案箱(皆様の声)の設置：提案 

１３件 

・利用調整会議：毎月第一土曜日実

施（情報提供、要望聴取） 

・ホームページの全面改訂：利用者

目線で見やすく、また、修正が    

迅速にできるように改訂 

会議での抽選方法の変更」、「広場倉庫の交換」など様々な

改善を行いました。今後も、利用者の声に耳を傾け改善す

べき点はすみやかに改善してまいります。 

ウ 公の施設としての管理 

・これまでの管理・運営実績を生かし、利用者の立場に立っ

て公正かつ適正なサービスを提供します。 

ウ 公の施設としての管理 

公平かつ適正なサービスの提供 

・職員研修の実施：年３回→職員の

スキルアップ→サービス向上を図

りました。 

・情報の共有：口頭によるほか日誌

や連絡帳の活用も実施しました。 

施設内巡回 

・利用者の安全を第一に、毎日３回

～５回施設内を巡回しました。な

お、職員・スタッフはユニフォー

ム・名札を着用し「あいさつ」「声

かけ」実施しまた。 

ウ 公の施設としての管理 

公平かつ適正なサービスの提供 

・利用者の立場に立った、公正かつ適正なサービスを提供

するため、日常的な研修や、年度当初計画した全員参加の

研修を予定どおり実施てまいります。 

 

 

施設内巡回 

・職員・スタッフは、全員ユニフォームを着用（利用の方

から気軽に声を掛けていただくため）、定期的に施設内を巡

回し、施設内の安全・清潔に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【数値目標】 

利用者満足度：H19横浜市調査 75.6％を５ポイントアップ 

利用者アンケート結果 

・職員やスタッフの対応やサービス 

利用者満足度：85.1%→9.5 ポイン

トアップ 

利用者アンケート結果 

・利用者からいただきたご意見を踏まえ、更なるサービス

向上に努めています。なお、利用者アンケートでいただい

たご意見で、改善すべき点はすみやかに実施しました。 

 

Ａ 

業務運営 

事業計画書    

(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

 ・利用者視点の運営で、設置理念を実現します。明るく清潔で、

親しみやすく利用しやすい雰囲気の地区センターを目指し

(4)ア 設置理念を実現する運営内

容 

地域デビューの支援 

(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

 

地域デビューの支援 利用の拡大、稼働率向上 

 

 

 



ます。地域の特性やニーズに対応した様々な交流の場や自主

企画事業により、地域の方々の「地域デビュー」を支援しま

す。 

 ・利用の拡大を図り、稼働率の向上に努めます。 

 ・生涯学習講座の実施など、他施設との連携を深めます。 

・上記(2)参照 

利用の拡大、稼働率向上 

次のように利用者拡大・稼働率向上

に努めました。 

・年間利用者数：156,683人 前年

度より 2,610人 1.7%アップ 

・稼働率：52.5% 前年度より 3.4%

アップ 

生涯学習講座の実施 

・健康志向を反映した、体操教室（ス

ポーツクラブと連携）、太極拳、ヨ

ガ教室などを実施しました。 

 

・地域の特性やニーズに対応した場の提供や自主事業の実

施を実施し、更なる利用者の増に繋げていきます。 

 

 

 

 

 

 

生涯学習講座の実施 

・今後も利用者のニーズを把握し、健康志向を反映した生

涯学習に繋がる自主事業を積極的に実施します。 

 

 

 

 

 

Ａ 

【数値目標】年間利用者数前年比２％アップ 対前年度比：１．７％アップ ・これまで以上に、利用者ニーズの把握に努め、ニーズに

合わせた事業展開や、利用者目線でのサービス向上を推進

してまいります。 

目標を達成できなかった主な理由：利用者のうち、個人利

用者数は、前年比 3％増と目標を達成。団体利用者数は

0.4％増と目標を未達成。目標を達成できなかった原因のひ

とつに、広場の利用が天候不順でキャンセルが続いたこと

が挙げられます。 

 

 

 

 

Ｃ 

【数値目標】自主事業収入：前年度比５％増 前年度比：１５．５％アップ  Ａ 

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

・地域の施設として、情熱のある人を雇用します。 

 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員

体制 

・新規スタッフは、金沢区内町内会

への回覧、館内ポスター掲示等で周

知を図り公募し、その中から、書類

選考・面接実施を経て情熱のある方

を４名採用しました。 

なお、新採用スタッフへは、実務研

 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

 

・常時３人以上在館する体制を維持し、また、緊急時には

増員ができるアルバイト登録制体制を採用し、安全・安心

な運営をしています。また、日常的なコミュニケーション

や研修などを通じてサービスの質の向上を図って、職員・

スタッフ一丸となって利用者サービスの向上に努めていま

す。 

 

 

 

 

Ａ 



修を含め延べ５日間の研修を実施

しました。 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

・業務研修、接遇研修、人権研修、個人情報保護研修、その

他必要な研修を行います。 

・内部の日常的な研修の他、外部の専門講師による研修を行

います。 

イ 個人情報保護等の体制と研修計

画 

業務研修等 

・職員・スタッフの全体研修（業務

研修、接遇研修・人権研修、個人情

報研修、グループ討議）は、年３回

実施しました。※業務マニュアル

は、更新し全員に配布・説明しまし

た。 

日常研修等 

・日常的な研修は、スタッフの引継

ぎ時間を活用し実施しました。ま

た、日誌などによる紙媒体による周

知も実施しました。 

・消防署職員によるＡＥＤ講習を実

施しました。 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

 

業務研修等 

・全体研修などを実施し職員・スタッフの質の向上に努め

ています。また、業務マニュアルは毎年更新し全員に配布・

説明をしています。 

 

 

 

日常研修等 

・情報の共有化を図るため、日ごろから引継ぎ時に口頭や

日誌により、情報の共有化を図り公平・公正なサービスに

努めています。また、専門的な知識が必要な場合は外部講

師を招いた研修も実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【数値目標】苦情件数：年間１０件以下 苦情件数９件  Ａ 

財務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

 ・利用される方々が、常に安全で安心して快適に施設を利用で

きる様に努めます。 

 ・競争原理を採用した、公平かつ効率的な業者選定を行います。 

 

(6) 施設の維持管理計画（における

効率化の工夫） 

安全・安心して快適な利用 

・エレベーター、自動ドア、防災機

器、給排水機器等は、専門業者に委

託し、安全で安心な環境を維持（事

故発生ゼロ）しました。 

なお、夜間は専門業者による人的警

備も実施しました。 

・スタッフは一日３回～５回施設内

外を巡回しました。 

 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

 

安全・安心して快適な利用 

・利用者の方に、安心・安心して快適に利用していただく

ため、専門業者による保守点検のほか、スタッフによる巡

回などにより万全の管理を行っています。また、不具合が

発見された場合はすみやかに修繕（スタッフができること

は極力自前で）を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 



競争原理を採用した業者選定 

・設備管理、清掃業務などの委託業

務は競争入札を実施しました。 

・１０万円以上の修繕や備品購入な

どの場合は、複数の業者から見積り

を徴して選定しました。 

競争原理を採用した業者選定 

・設備管理など専門業者に委託する業務は、必ず競争原理

を採用し公平かつ効率的な業者選定を行っています。 

１０万円以上の修繕などの場合は、複数の業者(極力、市内

業者)から見積りを徴して選定しています。 

 

(7)ア 収入計画の考え方 

・業務の進渉の収支バランスなどの管理により、利益を生

み出し、健全な施設運営を行います。 

ウ 支出計画の考え方 

     費用対効果を常に意識し、経費削減に取り組みます。 

(7)ア 収入計画の考え方 

収入計画 

次のように収支バランスなどを考

慮し、健全な運営を行いました。 

①利用料金収入：前年度比 2.8%ア

ップ 

②自主事業収入：前年度比 15.5%ア

ップ 

③印刷代・自販機収入：前年度比

3.9%マイナス 

①+②+③：前年度比 3.8%アップ 

※金額で 384千円アップ  

 

ウ 支出計画の考え方 

支出計画 

費用対効果を意識し、経費節減に取

り組みました。 

①管理費の削減 

・設備管理業務、清掃業務などの委

託契約は複数年契約を行い経費の

削減を実施しました。 

・消費電力の削減のため、照明の一

部ＬＥＤや不要な照明の消灯を実

施しました。 

 また、ゴーヤによる緑のカーテン

(7)ア 収入計画の考え方 

収入計画 

・収支計画を綿密に検討し、安定した収入（利用料金、自

主事業収入、その他）を得る努力をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 支出計画の考え方 

支出計画 

・常に、費用対効果を意識し、経費節減に取り組んでいま

す。今後は、消費電力削減のため計画的に照明のＬＥＤ化

を検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 



設置、各部屋への温度計設置、省エ

ネの掲示などにより省エネを推進

しました。 

②修繕費の圧縮 

・備品や設備の小破修繕、植栽の剪

定は、スタッフが巡回時に点検し、

早め早めに極力自前で実施し、経費

節減を実施しました。 

【数値目標】維持管理費を前年度比±０ 前年度比：9.4%減  Ａ 

【数値目標】利用料金収入：前年度比：０．５％増 前年度比：2.8%増  Ａ 

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

・目標設定の視点に基づく目標を記載 

 

 

 

 

   

利用者等

の意見 

利用者等の意見の把握方法 

主な意見、要望 

①学習するスペースを増やして欲しい。 

②体育館の個人利用種目にバスケットボールも追加して欲しい。 

③広場の倉庫が傷んでいて使いづらい。 

意見、要望に対する対応 

 

①8月～学生の方に当日余暇室等に空きがある場合に学習室として無料開放しました。 

②Ｈ29年 6月～毎週火・木の 15時～18時までバスケットボールを追加する予定です。 

③新しい倉庫を購入しました。 

 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


